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葵紋蒔絵調度品　溶姫所用銘 加州藤原住家次（表紙掲載の刀の部分）

　

婚
礼
調
度
と
は
婚
礼
の
際
に
女
性
が
嫁
ぎ
先
へ
持
参
す

る
も
の
で
、
大
名
家
で
は
統
一
さ
れ
た
意
匠
と
家
紋
が
施

さ
れ
た
豪
華
な
蒔
絵
装
飾
の
婚
礼
道
具
が
準
備
さ
れ
ま
し

た
。
徳
川
美
術
館
の
「
初
音
の
調
度
」
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
そ
の
内
容
品
は
、
三
棚
、
化
粧
道
具
、
香
道
具
、

文
房
具
、
遊
戯
具
、
飲
食
具
、
そ
の
他
の
調
度
品
な
ど
そ

の
数
量
は
膨
大
な
も
の
で
し
た
。

　

前
田
家
で
は
徳
川
将
軍
家
か
ら
の
輿
入
れ
が
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
将
軍
家
に
と
っ
て
、
外
様
大
名
で
大

藩
の
前
田
家
を
配
下
に
与
す
る
た
め
に
姻
戚
関
係
を
結
ぶ

こ
と
が
、
必
要
不
可
欠
の
方
策
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
因

で
し
た
。
三
代
藩
主
利
常
へ
二
代
将
軍
秀
忠
の
二
女
珠

姫
（
天
徳
院
）
が
、
四
代
光
高
に
家
康
の
孫
で
水
戸
の
徳

川
頼
房
の
二
女
阿
智
子
が
、
五
代
綱
紀
に
保
科
正
之
の
二

女
で
二
代
将
軍
秀
忠
の
孫
磨
須
子
が
、
六
代
吉
徳
に
五
代

将
軍
綱
吉
の
養
女
松
子
が
、
十
三
代
斉
泰
に
十
一
代
将
軍

家
斉
の
二
十
一
女
偕
子
（
溶
姫
）
が
そ
れ
ぞ
れ
輿
入
れ
し

て
い
ま
す
。
前
田
育
徳
会
に
は
溶
姫
の
婚
礼
調
度
が
ま
と

ま
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
唐
草
を
図
案
化
し
た
意

匠
と
徳
川
家
の
葵
の
紋
が
蒔
絵
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
棚
の

一
つ
で
あ
る
書
棚
と
貝
桶
は
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時

の
大
名
の
婚
礼
調
度
と
し
て
貴
重
で
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
厨
子
棚
・
黒
棚
・
十
二
手
箱
・

大
小
角
赤
手
箱
・
歯
黒
箱
・
櫛
箱
な
ど
を
展
示
し
、
大

名
家
の
晴
れ
や
か
な
婚
礼
調
度
の
一
端
を
ご
覧
頂
き
ま

す
。
な
お
、
現
在
の
東
京
大
学
の
赤
門
は
、
文
政
十
年

（
一
八
二
七
）
十
一
月
に
溶
姫
を
迎
え
る
に
際
し
、
御
守

殿
門
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
太
平
洋
戦
争
の
終
結
に
よ

り
、
連
合
国
占
領
軍
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
日
本
の
武
装
解
除
の

一
環
と
し
て
国
内
の
刀
剣
類
を
接
収
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の
多
く
は
海
洋
投
棄
さ
れ
た
り
海
外
に
流
出
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
接
収
さ
れ
た
一
部
が
赤
羽
（
現
東
京

都
北
区
）
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
第
八
軍
兵
器
補
給
廠
（
ほ

き
ゅ
う
し
ょ
う
）
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
二
年
後
の
昭
和

二
十
二
年
、
当
時
の
刀
剣
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
こ
の

な
か
か
ら
美
術
的
価
値
の
あ
る
刀
剣
に
つ
い
て
は
返
還
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
上
野
の
国
立
博
物
館
（
現
東
京
国
立

博
物
館
）
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
は
、
約
五
五
〇
〇

本
余
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
刀
剣
類
が
、
接
収
時
の
保
管
場
所
に

ち
な
み
「
赤
羽
刀
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
所

有
者
が
判
明
し
た
一
部
に
つ
い
て
は
返
還
さ
れ
ま
し
た

が
、
多
く
は
長
く
東
京
国
立
博
物
館
の
収
蔵
庫
に
保
管
さ

れ
た
ま
ま
で
し
た
。
し
か
し
終
戦
五
十
年
の
節
目
に
あ

た
る
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）、
議
員
立
法
に
よ
り
「
接

収
刀
剣
類
の
処
理
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
赤
羽
刀

の
保
管
・
活
用
に
大
き
な
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。
文
化
庁

で
は
こ
の
法
を
受
け
て
旧
所
有
者
が
判
明
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
返
還
し
、
残
り
は
一
旦
国
庫
に
帰
し
た
後
、
全
国

の
、
こ
れ
ら
刀
剣
類
の
ゆ
か
り
の
地
に
あ
る
公
立
の
美
術

館
・
博
物
館
等
へ
無
償
譲
与
し
、
活
用
・
公
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

石
川
県
立
美
術
館
は
加
州
刀
を
中
心
に
七
〇
口
の
譲
与

を
受
け
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
順
次
研
磨
に
着
手
し
ま
し

た
。
本
展
で
は
、
加
州
古
刀
・
加
州
新
刀
、
さ
ら
に
赤
羽

刀
の
歴
史
的
経
緯
を
伝
え
る
未
研
磨
の
刀
剣
を
あ
わ
せ
て

展
示
し
ま
す
。

第2展示室

蘇る赤羽刀

前田育徳会尊經閣文庫分館

前田家の婚礼調度
2月15日（金）～3月23日（土）　会期中無休2月15日（金）～3月23日（土）　会期中無休
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ビオットの屋並裏

　

本
展
は
田
辺
栄
次
郎
氏
の
没
後
十
五
年
に
際
し
、
館
所

蔵
の
十
二
点
の
作
品
を
一
堂
に
会
す
る
も
の
で
す
。

　

田
辺
氏
は
明
治
四
十
三
年
羽
咋
郡
押
水
町
（
現
宝
達
志

水
町
）
生
ま
れ
。
昭
和
四
年
に
石
川
師
範
学
校
を
卒
業

し
、
三
十
七
年
ま
で
金
沢
市
内
の
小
中
学
校
に
勤
務
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
十
二
年
に
第
二
十
四
回
二
科
展
に
初

入
選
し
て
以
後
出
品
を
続
け
、
二
科
会
解
散
後
は
戦
後

二
十
二
年
に
宮
本
三
郎
が
結
成
し
た
二
紀
会
の
第
一
回
展

に
招
待
出
品
、
そ
の
後
三
十
二
年
に
第
三
回
一
陽
展
に
出

品
し
、
以
後
一
陽
会
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

三
十
年
代
は
絵
具
を
盛
り
上
げ
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
に
近

い
抽
象
の
作
品
を
手
が
け
ま
し
た
が
、
四
十
二
年
以
降
は

地
中
海
や
南
仏
な
ど
に
取
材
し
た
風
景
画
を
描
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
海
外
で
の
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
、
帰
国
後

ア
ト
リ
エ
で
再
構
成
し
て
本
制
作
へ
と
進
み
、
そ
こ
で
は

個
々
の
具
体
性
は
昇
華
さ
れ
抽
象
化
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
の

屋
根
と
白
い
壁
、
そ
し
て
木
々
の
緑
と
い
っ
た
、
ご
く
限

ら
れ
た
要
素
で
画
面
は
構
成
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
従
っ

て
、
名
所
旧
跡
が
描
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
田
舎
の
生
活
の
匂
い
の
す
る
と
こ
ろ
を
求
め
て
田
辺

氏
は
描
き
ま
す
。
そ
し
て
、
画
面
に
人
物
を
見
る
こ
と
も

な
く
、
結
果
、
鑑
賞
者
は
自
分
を
画
中
の
人
物
と
し
て
描

き
加
え
、
絵
を
通
じ
て
そ
の
地
へ
旅
行
し
た
か
の
よ
う
な

思
い
を
い
だ
く
の
で
す
。
風
景
画
の
魅
力
の
大
な
る
も
の

が
田
辺
氏
の
作
品
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
展
示
は
、
前
回
の
展
示
に
引
き
続
い
て

本
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
優
品
を
展
示
す
る
も
の

で
、
人
体
彫
刻
を
中
心
に
し
た
前
回
分
に
加
え
、

抽
象
作
品
を
交
え
て
の
展
示
で
す
。
地
元
石
川
県

に
関
す
る
作
家
を
中
心
に
、
存
在
感
を
示
す
充
実

し
た
量
塊
の
作
品
や
空
間
を
意
識
し
た
作
品
。
ま

た
量
塊
と
素
材
が
融
合
し
た
魅
力
溢
れ
る
作
品
な

ど
、
多
彩
な
彫
刻
作
品
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

第
5
展
示
室
で
は
春
に
向
け
て
華
や
か
に
、
友

禅
作
家
の
水
野
博
氏
の
小
特
集
を
行
い
ま
す
。

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
草
花
を
主
な
テ
ー
マ
と
し

た
氏
の
作
品
は
、
確
か
な
技
術
と
芸
術
的
感
性
に

裏
付
け
ら
れ
て
お
り
、
亡
く
な
っ
て
三
十
年
以
上
を

経
た
今
で
も
、
新
鮮
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

没
後
に
ご
遺
族
か
ら
の
寄
附
を
受
け
た
珠
玉

の
作
品
群
か

ら
、
着
物
と

屏
風
を
併
せ

て
五
点
展
示

し
ま
す
。

　

第
6
展
示
室
は
通
常
、
季
節
や
企
画
展
に
併
せ

た
テ
ー
マ
を
選
び
、
日
本
画
を
中
心
に
展
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
季
節
は
「
春
を
待
つ
日
本
の
心
」

を
テ
ー
マ
に
作
品
を
選
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
今
回
は
、
二
年
ぶ
り
に
黒
田
櫻
の
園
作

「
御
水
送
り
神
事
」
の
連
作
を
展
示
し
ま
す
。
こ

の
作
品
は
「
若
狭
の
お

水
送
り
」
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
る
福
井
県
小
浜

市
に
あ
る
神
宮
寺
の
神

事
が
主
題
で
す
。
本
展

示
室
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

雪
下
の
命
の
芽
吹
き
を

感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

コレクション展示室

今月のみどころ
第4～6展示室
2月15日（金）～3月22日（金）　会期中無休

第3展示室

田辺栄次郎展
－南仏の光－
2月15日（金）～3月22日（金）　会期中無休

御
水
送
り
神
事　

黒
田
櫻
の
園

人
と
ト
ラ
ロ
ッ
ク　

高
橋
潔

友
禅
訪
問
着
「
芽
」　

水
野
博

第
４
展
示
室　

彫
刻

第
５
展
示
室　

工
芸

第
６
展
示
室　

日
本
画
・
書
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本
展
で
は
村
田
省
蔵
氏
の
六
十
四
年
の
画
業
を
、
テ
ー
マ
や

作
風
の
変
遷
を
も
と
に
四
期
に
分
け
て
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
一
期
は
昭
和
二
十
三
年
～
四
十
一
年
ま
で
の
十
八

年
間
。
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
で
油
絵
を
学
び
、
上
京
し
て

小
絲
門
下
と
な
り
風
景
画
を
メ
イ
ン
の
テ
ー
マ
と
定
め
ま
す
。

水
門
や
河
、
渡
船
場
な
ど
、
景
色
と
構
造
物
と
を
組
み
合
わ
せ

た
構
図
が
多
く
見
ら
れ
、
黄
褐
色
の
渋
い
色
調
が
特
徴
で
す
。

　

第
二
期
は
、
昭
和
四
十
二
年
～
五
十
八
年
ま
で
の
十
六
年

間
。
制
作
に
行
き
詰
ま
り
、
メ
キ
シ
コ
で
の
制
作
を
経
て
復

調
、
日
展
会
員
と
な
り
、
鎌
倉
市
七
里
ヶ
浜
に
ア
ト
リ
エ
を
築

き
ま
し
た
。
町
と
家
並
み
が
多
く
描
か
れ
、
多
彩
か
つ
重
厚
な

色
彩
と
緊
密
な
構
図
は
村
田
様
式
の
確
立
期
と
い
え
ま
し
ょ

う
。

　

第
三
期
は
昭
和
六
十
年
～
平
成
四
年
ま
で
の
七
年
間
。
北
海

道
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
り
、
鎌
倉
市
浄
明
寺
に
ア
ト
リ
エ
を
移

し
、
日
展
評
議
員
と
な
る
時
期
で
す
。
町
並
み
か
ら
一
転
し
、

山
や
北
海
道
の
風
景
な
ど
広
大
な
自
然
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

第
四
期
は
本
展
の
中
核
を
な
す
稲は

架さ

木ぎ

シ
リ
ー
ズ
。
平
成
五

年
以
降
で
、
今
回
展
示
し
て
い
る
風
景
作
品
の
約
半
分
が
こ
の

四
期
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
空
の
色
が
多
彩
で
、
様
々
な

形
を
し
た
稲
架
木
が
画
面
を
造
形
す
る
と
共

に
、
脈
々
と
続
く
人
々
の
営
み
を
日
本
の
原

風
景
と
し
て
描
き
残
し
た
い
と
い
う
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
冬
に
凛
と
し
て
立
つ
稲

架
木
は
村
田
氏
の
分
身
と
い
え
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
会
場
で
村
田
氏
の
画
業
の
変
遷
と

深
化
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

前
号
で
天
神
画
像
と
茶
道
具
を
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
今
号

で
は
文
房
具
を
取
り
上
げ
ま
す
。
文
房
具
は
机
上
に
あ
る
書
画

の
た
め
の
道
具
で
す
が
、
書
を
尊
び
、
文
人
を
理
想
の
ス
タ
イ

ル
の
一
つ
と
し
た
中
国
で
は
特
に
発
達
し
、
多
彩
で
多
様
な
文

房
具
が
作
り
だ
さ
れ
ま
し
た
。
実
用
性
と
と
も
に
書
斎
の
愛
玩

品
と
し
て
も
鑑
賞
に
堪
え
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
は
希
少
な
素
材

に
工
人
が
精
妙
を
尽
く
し
て
作
ら
れ

た
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
文
房
具
の
収
集
は
、
唐

物
へ
の
尊
崇
が
熱
心
だ
っ
た
江
戸
時

代
の
風
潮
に
添
っ
て
、
文
人
の
た
し

な
み
と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
前

田
家
で
は
歴
代
藩
主
が
文
房
具
に
心

を
寄
せ
た
関
係
上
、
数
多
く
の
品
々

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

当
地
は
江
戸
時
代
よ
り
育
ま
れ
た
文
化
土
壌
が
豊
か
な
地
域
で
す
。

ま
た
、
明
治
維
新
に
よ
る
幕
藩
体
制
の
崩
壊
に
よ
り
江
戸
や
京
都
、
大

阪
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
大
名
家
や
武
家
、
さ
ら
に
は
旧
家
か
ら
、
多

く
の
美
術
骨
董
品
が
売
却
の
た
め
市
中
に
出
回
り
ま
し
た
。
金
沢
で
は

そ
う
し
た
混
乱
の
影
響
が
少
な
く
、
中
央
の
美
術
商
た
ち
は
こ
ぞ
っ

て
当
地
の
名
家
へ
と
美
術
骨
董
品
を
持
ち
込
み
、
山
川
家
な
ど
の
素

封
家
に
名
品
が
収
集
さ
れ
ま
し

た
。
山
川
家
の
収
集
品
は
山
川

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
当
館

の
主
要
な
所
蔵
品
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
作
品
を
中
心

と
し
た
展
示
を
開
催
中
で
す
の

で
、
金
沢
の
文
化
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

第2展示室

1F　企画展示室

村田省蔵展－画業60年の歩み－
前田育徳会尊經閣文庫分館

新春を寿ぐ－天神画像を中心に－

雅の造形－茶道と能楽－

1月4日（金）～2月11日（月・祝）　会期中無休

2月前半の当館主催展

河　1961年

重文　色絵梅花図平水指　野々村仁清作

銅蟹文鎮
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北
陸
国
展
は
北
陸
在
住
及
び
、
ゆ
か
り
の
あ
る
国
展
出
品

者
等
で
構
成
さ
れ
、
今
回
は
、
絵
画
部
三
十
一
名
、
写
真
部

二
十
八
名
が
力
作
、
大
作
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
展
示
で
は
北
本
真
隆
（
絵
画
部
）、
飛
山
哲
増
（
写
真

部
）
が
作
品
を
ま
と
め
て
発
表
す
る
と
と
も
に
、
一
日
遅
れ
て

広
坂
別
館
に
て
写
真
部
受
賞
者
会
員
準
会
員
秋
季
展
（
東
京
）

の
巡
回
展
示
も
行
な
い
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
ご
高
覧
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
後　

援　

北
國
新
聞
社　

テ
レ
ビ
金
沢

◇
連
絡
先　

津
幡
町
七
野
一
〇
七

－

一

　
　
　
　
　

本
田
正
史
（
北
陸
国
展
事
務
局
）

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六

－

二
八
八

－

一
八
一
九

　

今
年
も
、
美
術
文
化
学
部
の
三
学
科
、
美
術
工
芸
学
科
（
日

本
画
・
洋
画
・
陶
芸
・
漆
芸
）、
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
卒
業

制
作
、
美
術
文
化
専
攻
科
修
了
制
作
、
そ
し
て
文
化
財
学
科
卒

業
研
究
の
成
果
を
発
表
い
た
し
ま
す
。
小
さ
な
学
部
で
す
か
ら

出
品
作
品
数
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
人
ひ
と
り
の
表
現

や
解
釈
の
多
様
性
に
、
今
日
の
若
者
の
感
性
や
関
心
の
傾
向
を

読
み
取
る
こ
と
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
ど
う
か
ご
高
覧
い
た
だ

き
、
忌
憚
の
な
い
ご
批
評
ご
感
想
を
お
伝
え
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先	
金
沢
市
末
町
一
〇

	

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学
部
担
当
受
付

	

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六

－

二
二
九

－

八
七
七
五

第7～9展示室

金沢学院大学美術文化学部
第10回卒業研究制作展

第7～9展示室

第19回	北陸国展
2月16日（土）～20日（水）　会期中無休
� 閉室は午後５時

2月23日（土）～27日（水）　会期中無休

2月の企画展示室

第5展示室

明治の工芸

1月4日（金）～2月11日（月・祝）　会期中無休

2月前半の当館主催展

　

平
成
二
十
五
年
を
迎
え
、
巳
年
に
ち
な
ん
で
第
５
展
示
室
に
は
、
現

在
《
鉄
自
在
蛇
置
物
》
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
当
館
が
所
蔵
す
る
こ
の

作
品
は
、
名
称
の
と
お
り
鉄
で
作
ら
れ
た
蛇
の
置
物
で
す
。
ま
る
で
生

き
て
い
る
よ
う
な
、
リ
ア
ル
な
表
現
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
さ
が
約
一

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
が
、
頭
部
か
ら
尻
尾
の
先
ま
で
お
よ
そ
二
〇
〇
ほ

ど
の
鱗
を
形
取
っ
た
パ
ー
ツ
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
在
置
物
」
と
は
、
鉄
や
銅
、
銀
な
ど
を
素
材
に
し
て
、
蛇
や
鳥
、

魚
、
昆
虫
、
ま
た
龍
な
ど
を
写
実
的
に
作
り
、
し
か
も
生
き
も
の
と
同

じ
よ
う
に
動
か
せ
る
よ
う
に
し
た
置
物
の
こ
と
で
、

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
制
作
さ
れ
ま

し
た
。
明
治
時
代
に
は
海
外
に
輸
出
さ
れ
て
、
今

日
も
欧
米
に
多
く
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の

よ
う
な
本
物
と
見
紛
う
ば
か
り
の
写
実
性
を
追
究

し
た
超
絶
技
巧
を
駆
使
し
た
制
作
物
は
、
単
な
る

置
物
の
範
疇
に
止
ま
ら
ず
、
工
芸
作
品
と
し
て
近

年
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
自
在
蛇
置
物

第3展示室

－清廉の女性美－竹沢	基	展
　

展
覧
会
出
品
作
を
中
心
に
、
二
十
六
点
の
竹
沢
作
品
が
ず
ら

り
と
一
部
屋
に
並
ぶ
の
は
壮
観
で
す
。
男
性
像
と
フ
ラ
ン
ス

の
寺
院
を
描
く
二
点
の
作
品
以
外
は
す
べ
て
女
性
の
座
像
で
、

営
々
と
描
き
続
け
た
作
者
の
女
性
像
の
変
遷
が
う
か
が
え
ま

す
。
前
回
の
だ
よ
り
で
は
「
い
ず
れ
も
細
部
を
切
り
捨
て
た
力

強
い
線
と
、
色
数
を
限
定
し
た
明
快
な
色
調
で
描
か
れ
て
い
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
作
品
を
見
て
い
き
ま
す

と
、
昭
和
五
十
八
年
以
降
、
つ
ま
り
竹
沢
氏
が
目
を
病
ん
で
後

の
「
若
い
婦
人
」
や
「
白
い
椿
」、「
白
い
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
」
で

は
、
女
性
の
表
情
や
姿
に
柔

和
な
も
の
を
感
じ
、
色
彩
的

に
も
カ
ラ
フ
ル
で
画
面
は
華

や
い
で
い
ま
す
。
晩
年
の
作

品
を
も
っ
と
見
た
い
と
思
わ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

白
い
椿　

１
９
８
４
年



BIJUTSUKAN DAYORI  N o .3 5 2 6

1
．
会
費　

二
、〇
〇
〇
円

2
．
受
付
期
間　

三
月
一
日
（
金
）
よ
り
開
始
。

3
．
入
会
手
続　

次
の
Ａ
、
Ｂ
い
ず
れ
か
の
方
法
。

　

Ａ　

直
接
来
館
し
て
の
お
申
込
み

・
会 

員 

証
：
そ
の
場
で
発
行
。

・
場　
　

所
：
一
階	

情
報
・
図
書
コ
ー
ナ
ー

及
び
事
務
室

・
申
込
方
法
：
会
費
（
現
金
）
と
入
会
申
込

書
（
図
①
）
に
所
定
事
項
を

記
入
し
て
提
出
。

・
受
付
時
間
：
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
六

時
（
休
館
日
を
除
く
）

※
三
月
の
休
館
日
は
、
二
十
四
日
（
日
）
～
二
十
七
日
（
水
）
で
す
。

　

Ｂ　

郵
便
局
か
ら
の
お
申
込
み

・
会 

員 

証
：
三
月
末
か
ら
美
術
館
だ
よ
り

と
共
に
郵
送
。

・	

申
込
方
法
：
同
封
の
払
込
取
扱
表
（
図
②
）

に
所
定
事
項
を
記
入
し
、
最

寄
り
の
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
）
窓
口
に
て
支
払
い
。

	

払
込
手
数
料（
窓
口
一
二
〇
円
・

Ａ
Ｔ
Ｍ
八
〇
円
）
は
申
込
者
負

担
。

・
注
意
事
項
：
郵
便
局
で
払
込
し
た
方
は
、
同
封
の
申
込
書
（
図
①
）

を
郵
送
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

	

払
込
取
扱
票
の
受
領
証
は
、
会
員
証
が
送
付
さ
れ
る
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
備
え
付
け
の
振
替
用
紙
を
ご
使
用
の
場

合
、
口
座
番
号
・
加
入
者
・
通
信
欄
に
右
下
の
事
項
を
記
入
し
て
支

払
い
。

・
郵
便
振
替
口
座
：
0
0
7
0
0

－

7

－

4
6
4
9
0

・
加
入
者
名
：
石
川
県
立
美
術
館
友
の
会

・
通
信
欄
記
入
事
項
：
年
齢
、
性
別
、
会
員
の
区
別
（
継
続
・
新
規
・

元
）、
職
業
、
継
続
会
員
の
方
は
現
在
の
会
員
番
号

4
．
そ
の
他

◇
会
員
証
の
有
効
期
限
：
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
～
平
成
二
十
六
年
三

月
末
日

◇
会
員
証
の
対
象
：
記
名
者
本
人
の
み

　
（
ご
家
族
の
方
と
の
連
名
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

◇
一
度
納
入
さ
れ
た
会
費
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
会
員
証
紛
失
に
よ
る
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

会
員
の
特
典

●
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
無
料
で
入
場
可
（
要
会
員
証
・
会
員
本
人
の
み
）

●
企
画
展
入
場
券
二
枚
進
呈
（
春
季
展
一
枚
、
秋
季
展
・
冬
季
展
の
う
ち

ど
ち
ら
か
一
枚
）

●
企
画
展
の
開
会
式
ご
招
待

●
入
館
料
の
割
引
（
要
会
員
証
）

　

①	

同
伴
者
二
名
ま
で
：
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
、
企
画
展
観
覧
料
が
割
引

　

②	

会
員
本
人
の
み
：
石
川
県
七
尾
美
術
館
、
石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
、

石
川
県
九
谷
焼
美
術
館
、
石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
、
金
沢
21

世
紀
美
術
館
の
各
館
主
催
展
覧
会
を
割
引
。

	

　

	（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
、
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
休
館
予
定
で
す
）

●
館
主
催
諸
行
事
へ
の
参
加

●
館
内
カ
フ
ェ
「
ル	

ミ
ュ
ゼ	

ド	

ア
ッ
シ
ュ	

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
」
に

て
ド
リ
ン
ク
の
割
引
（
要
会
員
証
・
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
最
新
情
報
を
お
伝
え
す
る
『
石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り
（
本
誌
）』
を

毎
月
郵
送

平成25年度　友の会会員募集！
3月1日（金）から受付開始!!　郵送でのお申し込みは郵便振替で。
現会員で継続を希望される方も、改めてお申し込み下さい。

①②
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平
成
二
十
四
年
度
の
石
川
県
移
動
美
術
展
は
下
記
の
と
お
り
、

輪
島
市
の
石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
移
動
美
術
展
は
昭
和
六
十
二
年
に
始
ま
り
、
今
回
で

二
十
六
回
目
を
迎
え
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
今
回
を
以
て
終
了

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
県
内
各
地
の
市
町
村
に
お
い
て
、
地
元

の
皆
様
の
御
協
力
の
下
に
開
催
を
続
け
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
に

ご
鑑
賞
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
回
の
展
示
会
場
で
あ
る
石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
は
、

世
界
で
唯
一
の
漆
芸
専
門
美
術
館
と
し
て
平
成
三
年
の
開
館
以

来
、
輪
島
塗
を
は
じ
め
世
界
各
地
の
漆
文
化
の
発
信
を
続
け
て
い

ま
す
。
美
術
館
の
性
格
と
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
、
本
展
は

日
本
画
や
油
絵
な
ど
の
大
き
な
絵
画
な
ど
を
中
心
と
す
る
展
示
に

替
わ
り
、
漆
芸
・
陶
磁
器
な
ど
加
賀
・
能
登
の
特
徴
的
な
美
術
工

芸
品
を
中
心
に
絵
画
・
彫
刻
な
ど
を
含
め
合
計
五
十
八
点
の
作
品

を
展
示
致
し
ま
す
。

　

多
く
の
県
民
の
皆
様
が
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

会
場
／	

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館

　
　
　

輪
島
市
水
守
町
四
十
苅
十
一
番
地

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
八

－

二
二

－

九
七
八
八

期
間
／	

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
三
日
（
土
）～
三
月
四
日
（
月
）

時
間
／	

午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
　
　

	（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
）

観
覧
料
／
無
料

今年度は輪島市で開催

平成24年度　石川県移動美術展
平成25年2月23日（土）～3月4日（月）　会期中無休

　

三
月
三
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
か
ら
、
小
学
生
親
子
対
象
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
今
年
度
最
後
の
講
座
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
鑑
賞
す
る
展
示
室
は
、
前
田
育
徳

会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
展
示
さ
れ
る
「
前
田
家
の
婚
礼
調
度
」。
前
田
家
に
お
輿

入
れ
し
た
姫
た
ち
の
婚
礼
調
度
の
展
示
か
ら
そ
の
暮
ら
し
を
ご
紹
介
し
、
姫
た
ち

が
楽
し
ん
だ
遊
び
な
ど
も
体
験
し
て
頂
く
予
定
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当

日
、
美
術
館
講
義
室
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
ひ
な
祭
り
の
ひ
と
と
き
を
、
皆
さ

ん
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
募
集

「
お
姫
様
の
く
ら
し
」

二
月
の
行
事
予
定

■
土
曜
講
座	

午
後
1
時
30
分
～　

美
術
館
・
講
義
室	

聴
講
無
料

2
日（
土
）
世
界
遺
産
を
訪
ね
て 

４　

京
都
の
旅
１

谷
口　

出 

学
芸
第
一
課
長

9
日（
土
）
近
現
代
の
仏
教
彫
刻
（
そ
の
２
）

北
澤　

寛 

学
芸
専
門
員

16
日（
土
）
美
術
に
み
る
色

－

青
（
そ
の
２
）－

西
田
孝
司 

担
当
課
長

23
日（
土
）
世
界
遺
産
を
訪
ね
て 

５　

京
都
の
旅
２

谷
口　

出 

学
芸
第
一
課
長

■
ビ
デ
オ
鑑
賞
会	

午
後
１
時
30
分
～　

美
術
館
・
ホ
ー
ル	

入
場
無
料

3
日（
日
）
日
本
の
原
風
景
を
求
め
て	

日
本
藝
術
院
会
員 

村
田
省
蔵　

23
分

日
本
の
巨
匠　

風
景
を
描
く	

牛
島
憲
之　

13
分

10
日（
日
）
日
本
の
原
風
景
を
求
め
て	

日
本
藝
術
院
会
員 

村
田
省
蔵　

23
分

日
本
の
巨
匠　

山
を
描
く	

西
山
英
雄　

13
分

「
蒔
絵
山
水
図
硯
箱
」
沢
田
宗
沢 

作
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毎月第1月曜日はコレクション展示
室無料の日（2月は4日）

2月の開館時間
　午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00

2月の休館日は
12日（火）～14日（木）

雲に漂う　くもにただよう　　昭和28年（1953）　高231cm×幅65.5cm×奥行77cm
吉田　三郎　よしだ・さぶろう　明治22年（1889）～昭和37年（1962）

所蔵品紹介231

　作
品
タ
イ
ト
ル
の
如
く
、
裸
像
の
男
性
が
空
中
に
浮
遊
ま
た
は
、
上
昇
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
作
品
で
す
。
像

容
は
両
脚
を
閉
じ
左
腕
を
上
げ
指
は
天
を
指
し
、
右
腕
は
体
の
後
ろ
に
回
し
ピ
ッ
タ
リ
と
沿
っ
て
い
て
変
化

を
付
け
て
い
ま
す
。
首
は
上
げ
た
腕
に
寄
せ
傾
か
せ
て
腕
と
一
体
感
を
出
し
て
い
ま
す
。

　像
全
体
か
ら
は
宗
教
的
な
雰
囲
気
を
も
醸
し
出
し
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
の
第
九
回
日
展
に
出
品
し
た
こ
の
作
品
は
、
翌
年
制
作
の
「
波
」（
館
蔵

品
）
な
ど
作
家
の
後
～
晩
年
の
作
品
傾
向
に
み
る
よ
う
に
、
作
品
フ
ォ
ル
ム
を
単
純
化
さ
せ
て
空
間
を
強
く

意
識
し
た
作
品
パ
タ
ー
ン
へ
の
契
機
と
も
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
強
調
と
省
略
、
ま
た
デ
フ
ォ
ル
メ
を
施

し
た
人
体
各
部
を
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
の
元
に
空
間
に
再
構
成
し
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
モ
デ
ル

の
長
時
間
・
同
一
の
ポ
ー
ズ
に
よ
る
制
作
が
難
し
い
作
品
で
あ
り
卓
抜
し
た
写
実
に
よ
る
長
年
の
人
体
彫
刻

の
研
究
と
制
作
蓄
積
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
作
品
で
す
。

　作
者
の
吉
田
三
郎
（
明
治
二
十
二
年
／
一
八
八
九
～
昭
和
三
十
七
年
／
一
九
六
二
）
は
、
金
沢
市
出
身
、

官
展
を
中
心
に
活
躍
し
ま
し
た
。
当
作
品
は
晩
年
に
至
っ
て
も
変
化
・
発
展
を
試
み
た
吉
田
三
郎
を
代
表
す

る
優
品
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
こ
の
作
品
は
、
二
月
十
五
日
か
ら
の
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
」
第
四
展
示
室
で
展
示
い
た
し
ま
す
。）

次回の展覧会

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室 第3～6展示室

企画展示室

春の優品選
―絵画を中心に―

長谷川等伯と
久隅守景

第69回
現代美術展

会期：3月28日（木）～4月16日（火）
会期：3月30日（土）～
4月16日（火）




